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原稿   ページ 

共共同同運運営営部部門門：：放放射射線線セセンンタターー  

＜＜ススタタッッフフ紹紹介介＞＞  
役  職 スタッフ名 

センター長 

兼放射線科部長 

兼放射線治療センター長 

中田 耕平 

副センター長 

兼放射線部門長 

兼放射線治療副センター長 

西池 成章 

＜＜関関連連部部署署＞＞  
部署名 部署名 

放射線科 放射線部門 

放射線治療科 診療支援局 各部門 

診療局 関連診療科 看護局 救急外来 

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

中央部門として院内の様々な放射線検査依頼に応えて

いる。また地域医療支援病院として、近隣の医療機関から

の放射線検査依頼にも数多く応えている。 

診療時間内外を問わず、単純X線撮影、CT、MRI、血管

造影検査については、緊急検査に対応している。 

CT、MRIなどの予約検査はオープン予約を基本としてお

り、概ね依頼医が希望する日時が予約できる体制となって

いる。緊急検査の依頼にも積極的に対応している。 

定期的に放射線センター運営委員会を開催し、関係部

署と運営上の課題を検討し、共有している。 

＜＜実実績績＞＞  
2025年度 検査件数                （件） 

単純撮影 29,870 

乳房撮影 697 

歯科撮影 2,137 

骨塩定量 1,050 

ポータブル撮影 17,381 

術中撮影 2,498 

ＣＴ 28,293 

ＭＲ 7,801 

血管造影・TV室撮影 3,149 

ＲＩ 1,133 

放射線治療（照射数） 2,802 

他院画像取込み 4,771 

  

＜＜医医療療機機器器設設置置状状況況（（概概要要））＞＞  
MR 2台（3.0T、1.5T）  

CT 2台（320列、80列）  

心臓血管撮影装置  

頭腹部血管撮影装置  

SPECT対応ガンマカメラ 

骨密度検査DXA  

デジタルマンモグラフィ装置  

歯科撮影（パノラマ）  

一般撮影装置 4台  

X線TV透視装置 3台  

医療用画像管理システム（PACS） 

動画像ネットワークシステム 

３Dワークステーション 

＜＜今今年年度度のの反反省省とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

今年度は検査件数が概ね増加傾向にあった。 

また、近隣の医療機関からもCT、MRI、核医学検査を中

心に3,415件と多くの依頼があった。 

医療用画像管理システム（PACS）の更新が実施され、患

者被ばく線量の管理システムを再構築した。 

来年度はスタッフ一丸となってより安心・安全に検査を実

施できるように努力していきたいと考える。 
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共共同同運運営営部部門門：：放放射射線線治治療療セセンンタターー  

＜＜ススタタッッフフ紹紹介介＞＞  
役  職 スタッフ名 

センター長 

兼放射線科部長兼放射線センター長 
中田 耕平 

副センター長 

兼放射線部門長兼放射線副センター長 
西池 成章 

放射線治療品質管理室長 

兼放射線部門長代理 
田原 大世 

放射線治療センター担当主幹 

兼医学物理室長 
前田 直子 

＜＜関関連連部部署署＞＞  
部署名 部署名 

放射線治療科 放射線部門 

放射線科 看護局 

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

放射線治療装置は直線加速器（リニアック）を使用して、

ほとんどの悪性腫瘍や一部の良性疾患を対象に外部照射

を行っている。 

現在、新規患者の受け入れ（初回診察日）は月曜日から

金曜日までの週5日可能となっている。初回診察にて放射

線治療の適応となると、概ねその日のうちに治療計画を行

い、翌日から治療開始となる。外科（乳癌・肺癌・食道癌な

ど）からの依頼が多く、全体の約1/2を占めている。 

リニアックは2011年2月にエレクタ社製Synergyを導入し、

画像誘導放射線治療機能、マイクロマルチリーフや6軸カウ

チなどを用い、精度が高く短い時間で終わる放射線治療を

実施している。また、特殊放射線治療として脳腫瘍に対す

る定位放射線治療や骨髄移植前の全身照射にも対応して

いる。 

放射線治療計画装置は、最新のアルゴリズムであるモン

テカルロ法を搭載したエレクタ社製Monacoを使用し、高精

度の治療にも対応できるようになっている。 

放射線治療専門技師の資格を持った2名が中心となり、

毎日の正確な治療に細心の注意を払っている。専任の医

学物理士はリニアックの品質管理と線量測定、治療計画の

補助などに携わり、治療が安全に精度よく行われるように管

理している。 

また、新型コロナウイルスに感染している患者に対し、感

染防止の照射マニュアルに則り、照射を行っている。 

＜＜使使用用機機器器＞＞  

リニアック１台 

放射線治療計画装置2台 

治療計画用CT装置１台 

＜＜実実績績＞＞  

2025年度 

1日平均治療患者数 11名 

新規治療患者数 152名、治療部位数 167部位 

原発部位別新規患者数      （名） 

脳・脊髄腫瘍 8 

頭頸部腫瘍 1 

食道癌 14 

肺・縦隔腫瘍 15 

乳癌 56 

胃・小腸・大腸癌 8 

泌尿器系腫瘍 16 

婦人科腫瘍 2 

造血器・リンパ系腫瘍 19 

皮膚・骨・軟部腫瘍 3 

良性疾患 5 

特殊放射線治療        （名）  
全身照射 6 

＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

非常勤医師5名の体制で毎日診察を行っているため、近

隣病院の治療装置入れ替えによる休止期間中、患者受け

入れが問題なく行えた。受け入れにより患者数が増加した。

受け入れ期間終了後も患者数が減少しないよう、積極的に

患者の受け入れを行っていきたい。 

診察室の環境整備を行い、個室で患者の問診対応がで

きるようになり、プライバシーに配慮することができるようにな

った。引き続き環境整備を行っていく。 

今後は、高精度治療を行うための準備や研修を行って

いく。 
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